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編集・発行／はんのう市民環境会議 

 

普段のちょっとした心がけで出来る、環境にやさしい取組みをご紹介します。以

下はほんの一例ですが、皆さんも工夫して取り組んでみてください。 

 

ごみを減らそう！ 
「誰でも簡単、すぐできる」ごみ減量 

・買物するときは、レジ袋をもらう代わりに、マイバッグ・マイカゴを持参する。 

・詰め替え商品を買う。 

・過剰包装を避ける。 

・分別回収に協力する。 

 

節水・雨水利用に取り組もう！ 
ちょっとした心がけで節水は可能です 

台所 

・野菜や食器は“ため洗い”する。 

・食器や調理器具の油分は紙でふいてから洗う。 

・お米のとぎ汁は植木への散水に利用。 

洗濯・掃除 

・洗濯物をまとめて、洗濯回数を減らす。 

・洗濯物の量が少ない時は手で洗う。 

・車の洗車はバケツを使う。 

洗面所・風呂 

・コップを使って歯磨きする。 

・風呂の沸かしすぎに注意。 

・お風呂の残り湯を洗濯で使う。 

 

雨水を溜めて有効利用しましょう 

建物の屋根などに降った雨をタンク等に貯めれば、貯めた雨水を植木への散水、

洗車、トイレの洗浄などに利用することができます。 

また、災害時には、水道管の破裂などによって水道が使えなくなることがあるた

め、貯めた雨水は貴重な生活用水としても活用できます。 
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《放射能関連プロジェクト》 

 9 月 25 日（火） 第 1 回放射能関連プロジェクト会議 

事業方針などを決定し、以下のとおり役員が選出されました。 

委 員 長  青木 文男 氏 

副委員長  長谷川 行雄 氏 

10 月 23 日（火） 第２回放射能関連プロジェクト会議 

今後の活動計画について話し合ったほか、放射能に関する情報交換を行いました。 

 

《天覧山谷津の里づくりプロジェクト》 

 天覧入り谷津田では、今年もたくさんのお米が収穫できました。収穫したお米は、11 月

18 日（日）の「第７回里山復活祭」で炊き込みご飯にして皆で食べる予定です。一般の方

も参加できるイベントですので、これまで作業に参加したことのある方もない方も、ぜひご

参加ください。詳細は別紙チラシをご覧ください。 

7 月 22 日（日）草取り、電気柵設置 

田んぼの草取りと、イノシシ対策とし

て電気柵を設置しました。参加者 29 名。 

 

 8 月 26 日（日）草刈り、自然観察 

 草刈りをした後、谷津田にすむ生き物

の観察をしました。参加者 25 名。  

9 月 21 日（金） 飯能第一小学校児童による稲刈り 

昨年から、飯能第一小学校の児童の皆さんにも授業の一環としてプロジェクト作業に参

加していただいています。会員の方が講師となり、稲刈り、笠がけを行いました。 
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9 月 30 日（日） 稲刈り 

 皆で稲を刈り取り、笠がけに干しました。参加者 25 名。 

  

10 月 13 日（土） 脱穀・選別 

９月に収穫した稲を、昔ながらの方法で脱穀・選別しました。参加者２３名。 

    

 

《地球環境部会》 

７月 11 日（水） 部会会議 

  吾野・名栗の水力発電などについて勉強会を行いました。定例会議は、毎月第 2 水曜日

19 時から 21 時に行うことに決定しました。 

８月 14 日（火） 部会会議 

  活動目標として、飯能の山で利用されず放置されている木を熱エネルギーして利用する

活動を目指していくことを確認しました。具体的には、薪ストーブ・ペレットストーブの

燃料や炭など、多目的利用の研究を行います。  

９月 12 日（水） 部会会議 

  太陽光発電やストーブについて、勉強会を行いました。  

10 月 10 日（水） 部会会議 

  バイオマスエネルギーについて、勉強会を行いました。また、美杉台公民館の屋根に太

陽光発電を設置するシミュレーションを行いました。 

 

《部会合同会議》 

９月２７日（木） 

各部会から活動の報告などがありました。 
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《生活環境部会》 

9 月 11 日（火） 部会会議 

  秋のまちなか清掃、冬のエコライフ DAY、生ごみ処理箱などについて話し合いました。 

10 月 27 日（土）まちなか清掃活動 

市役所互助会と合同により、飯能駅と東飯能

駅周辺でポイ捨てごみを収集しました。74 名

が参加し、20ｋｇのごみが集まりました。 

事業所として、㈱ニットー冷熱製作所、㈲飯

能清掃センター、㈱椿本チエインから参加して

いただきました。 

 

《自然環境部会》 

7 月 15 日（日） 自然観察会 

「虫ムシ探検隊」の巻  

昆虫クイズや昆虫の進化の歴史を説明した後、出発。郷土館から天覧山を一周しました。

トンボ、虫こぶ、県の蝶ミドリシジミの卵などを観察。梅雨で天候を心配しましたが、途中

雨が降ったものの、なんとか無事終了しました。参加者29名。 

７月 26 日（木） 部会会議 

入間川水辺再生事業計画などについて話し合いました。 

8 月 12 日（日） 自然観察会 

「名栗川を歩いてみよう」の巻 

名栗川の水生生物や植物を観察しながら、岩根橋から名栗川を上り、吾妻峡までを散策。

途中でギンギョを大量捕獲、こんなにたくさん生息しているのに驚きました。もちろん全部

川へ戻しました。参加者６名。 

８月 23 日（木） 部会会議 

天覧山谷津の里づくりプロジェクト、入間川水辺再生事業計画、天覧山から多峯主山一帯

の整備・保全、講演会・交流会開催などについて話し合いました。 

9 月 9 日（日） 自然観察会 

「秋の虫を探そう」の巻 

 天覧山周辺にはたくさんの昆虫が生息。ジャコウアゲハやルリタテハなど蝶の幼虫、ウス

バキトンボ、アキアカネ、シオカラトンボなどの秋トンボ、まだ夏が終わらないようで、カ

ブトムシ、クワガタ、タマムシなどの甲虫とも出会えました。参加者 7 名。 

１０月 25 日（木） 部会会議 

天覧山谷津の里づくりプロジェクト、入間川水辺再生事業計画、天覧山から多峯主山一帯

の整備・保全、他団体活動視察などについて話し合いました。 

 

 編集後記：本格的な秋を迎えて朝夕一段と寒くなってきました。 あと１週間もすれば「立冬」

で、また暖房の季節が到来です。 我が家の電力消費は、夏場は色んな防暑対策が功を奏して減

少傾向にありますが、暖房期は逆に増加の一途にあり、大幅に夏場を超えています。 近づきつ

つあるこの冬は、新たな防寒対策と節電にチャレンジして、化石燃料に依存した電力の使用を抑

制したいと思っています。                   （広報委員長：伊藤知夫） 

はんのう市民環境会議事務局 飯能市環境緑水課 

ＴＥＬ 042-973-2111（内線 701）／ＦＡＸ 042-971-2393 

メール kankyo@city.hanno.saitama.jp 

 


